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さ

て
天
津

へ
来

て
か
ら

二
週
間

ほ
ど

し

て
か

ら
、

仕
事

の
関

係
上

、
帰

国

の

日
ま

で
携

帯

電
話

を
持

つ
こ
と

に
な

っ

た
。
そ

の
携

帯
電
話

に
は

「
摩
托

夢

拉
」

と
表

示

さ

れ

て
お
り
、

い

つ
か

の
タ

ク

シ

ー

の

運

転

手

の
顔

を

思

い
浮

か

べ

た
。

ま

た
画

面

上

に
中

国
語

の
文

字
も

表

示

さ
れ

る

こ
と

か

ら
、
説

明
書

に
は

こ

の
携
帯

電

話

の
名

称
を

「
中
文

屯

活
」

と

書

か
れ

て

い
た
。

こ

の

「手

机

」
を

使

い
始

め

る
と
、

最
初

は

四
六
時

中
響

く

音

声

を
多

少
煩

わ

し

く
感

じ

た

が

、

あ

る

日
、
道

端

で
携
帯

電
話

を
持

っ
て

中

国

語

で
大

声

で
通
話

を

し

て

い
る
自

分

自
身

の
姿

に
気
づ

い
た
。

帰

国
後

、
家
内

か

ら
携
帯

電
話

を

購

入
し

た

い
と

の
提

案

が
あ

っ
た
。

し

か

し
、
天
津

の
テ
レ
ビ
ド

ラ

マ
で
見

た

「
妻

は
携

帯
電

話

で
お
喋

り
を

し

て
、
夫

は

エ
プ

ロ
ン
を

し

て
食

事

の
準

備

を

す

る
」

シ
ー

ン
が

頭
か

ら
離

れ
ず

、
未

だ

購

入
す

る
か
ど

う
か

の
決

断
を

し
か

ね

て

い
る
。(愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
講
師

)

「
軽

」
1

「
姑

」
1

「
駅

」

高

明
潔

日
本
語

の

「
駅
」

は
中

国
語

の

"牟

姑

"

の
意

味

で
あ
り

、
古

代
中

国

で
は

"
降

"
を

用

い
て

"
姑

"
を

表

し
た
。
ま

た

"
蜂

"

の
読

み

方

は

"
旨

"

で

あ

り

、
各
種

の
字

典

の
中

に
お

い
て
も

繁

体
字

(
旧
字
体

)

の

"騨

"

と
書

か
れ

る
。

中

国
語

の

"
蜂

"

は
、

一
般

に
古

代

に
お

け

る
専

ら
公

文
書

を

送
り

届
け

る
人
員

お
よ

び
行
き

来
す

る
官

吏

た

め

に
設
け

ら
れ

た
臨
時

の
滞

在

場
所

で
あ

ぱ

ひ

ナ

り

、
ま

た
乗

用

の
馬
匹

や
車

両
を

交
替

す

る
場

所
を

備
え

て

い
た
。

現
代

中

国

の

政

府

職

員

の
た

め

に

設

け

ら

れ

る

"招

待

所

"

や

"
亦

事

姓

"

(事

務

所

)

な
ど
と

類
似

し

て

い
る
。

"
蜂

"
は

一
般

に

"降

道

"
を

繋
ぐ

道

中
各
所

に
設

け

ら
れ

て

い
た

。

"降

道

"

は
古

代

の

"
軽
島

"

(
駅
馬

、
宿

場
馬

)

や

"鋒
李

"
(
車
両

)
が

通
行
す

る

た
め

に
開

か
れ

た
古
代

交
通

に
お
け

る
幹
線

道

路

で
あ

る
。

道

中

に
設

け

ら

れ

た

"
蜂

"

(駅

、
宿

駅

)

ご

と

に

"
蜂

長

"

(
宿

駅

の
長

)
が
置
か

れ
、
主

に
各

駅

間

の
期

限
を

切

っ
て
任
務

を

遂
行

さ
せ

る

伝
達
事

項

を
主
管

し
、
馬

匹

の
交

替

つ

ま
り

車
両

の
供

給

の
責

任

を
負

っ
て

い

た
。

こ
う

し
た

駅
伝

制
度

の
確

立

に
伴

い
、
"
蜂
長

"
も
中

国
古

代

に
お
け

る
官

職

の

一
つ
と

な

っ
た
。
古

代

に
お
け

る

"
降
長

"

の
名

称

は
時
と

し

て

"
侯
史

"

と
呼

ば

れ
、
唐

代

(六

一
八

ー
九
〇

七
)

に
は
、

"
騨
長

"
を

"
蜂
官

"
、
"
蜂
吏

"

と

称

し
、
並

び

に

"水

降

"
、
"
陪

蜂

"

が
設
け

ら
れ

て

い
た
。
"水

降

"
は
現
在

の

"港

口
"

(
港

)

・
"硝

美

"

(埠

頭

)

に
相
当

し
、
"陪

降

"
は
現
在

の
汽

車

の

駅

や

バ

ス

タ

ー

ミ

ナ

ル
な

ど

を

含

む

"牟

姑

"

(
駅
)

に
相

当
す

る
。

明
清
時

224



天 南 地 北

代

に
到

る
と

、
駅

は
郵
便

業
務

の
色

彩

が
強
く

な
り

、
大

部
分

の
州

や
県

に
お

い
て
官

職

の

"
降

丞

"

が
設

け

ら

れ
、

専

ら
郵

便
伝
達

業

務

の
責

任

を
負

っ
て

お
り
、
"蜂

丞

"
の
下

に
は

"蜂

長

"
が

置

か
れ

て

い
た
。
"降

長

"
は

一
般

に
下

級

の
武
官

が
担

当

し

た

た

め

に
、

"
蜂

将

"
と
も

称

せ
ら

れ
た
。

"
降

"

と

最
も

関

連

が

深

い
語

彙

は

"
降
姑

"

で
あ

る
。

中
国

の
各
種
字

典

・

辞
典

の
中

に
お

い
て
、
"
蜂
姑

"
の
解

釈

は

一
般

に

"
降

"
と

同

じ
で
あ

る
。

し

か

し
、
"降

姑

"
が

独
立

し
た

語
彙
と

し

て
使

用

さ
れ

た

の
は

"
降

"

に
比

べ
、

後

に
な

っ
て
か

ら

で
あ

る
。

そ
れ

で
は

"
騨
姑

"
が
新

し

い
語
彙
と

し

て
最
初

に

使
用

さ

れ
た

の
は
何

時

の
こ
と

で
あ

ろ

う

か
。
言

語
学

者

や
歴
史

学
者

の
説

明

で
は
、
元
代

と

さ
れ

る
。

"降

"
と
同
様

な
意

味

の
語
彙

で
、
元

代

に

モ
ン
ゴ

ル
族

の
統

治
者

に
よ

っ
て

モ

ン
ゴ

ル
語

で

"Ja
m
L
i,
Ja
m
;

と
読

ま

れ
、

漢
語

訳

で
は

"姑

赤

"

(N
9
亭

c
h
i)

で
あ

る
。
初

期

に

は

漢

字

で

は

"

a
"
(z
h
a
n
)
と
記

述
さ

れ
、
後

に
な

っ

て
漢
字

の

"姑

"
を

用

い
て
徐

々
に
記

述
さ

れ
る

よ
う

に
な
り

、
ま

た

"
降
路

"

も
指

し

て

い
た
。

"
姑

"

は
後
漢

の
頃
、

本
来

の
意

味

が

"
人

姑

立

"

(
人

が

立

つ
、
直

立

す

る
)

で
あ

っ
た
。

言
語

学

者

の
研
究

に
よ

る
と

、

"冒
ヨ
α
断"

の
由

来

は
突

廠

語

の

"y
a
m
g
n
;

で
あ

り

、

"降

靖

"
の
管
理
者

を
指

す
。
元

代

に
な

る
と

"ja
m
c
i;
と

い
う
語

に
含

ま
れ

る

意

味

に
は

い
く

つ
か

の
変

化

が
表

れ

、

即

ち
本

来

の

"
降
姑

"

の
管

理
者

と

い

う
意

味

か

ら

"
蜂
侍

"

(宿

場
、

宿
駅

)

と

い
う
意

味

が
派
生

し

た
。
そ
し

て
"
蜂

佳

"
と

モ
ン
ゴ

ル
語

の
漢
語

読

み

"
姑

赤

"

(ja
m
ci)

S
文

字

の
意

味

と

読

み

方

が
結

合

し

て
新

た

な

漢

語

の
語

彙

"蜂

姑

;

(y
iz
h
an
)

を
生

ん
だ

(史

有

為

「
蒙
古

文

化
的
来

潮
与

退
潮

」
『
語
言

文
化

学
叢

書

"
異
文

化
的

使
者
』
吉
林

教
育

出
版

社
、

一
九
九

一
年

、

=

二
九

i

一
四
九

頁
を
参

照

の
こ
と
)
。

"降

姑

"
と

い
う

語

の
出
現

は
元

代

の

社
会

制
度

と
密

接

な
関
連

が
あ

る
。

元

朝

(
一
二
七

一
1

=
二
六

八
)

が
中
国

を

統

一
後
、
世

祖

フ
ビ

ラ
イ

・
ハ
ン

(在

位

一
二
七

一
-

一
二
九

四
)

は

一
連

の

政

治

・
経
済

措
置

を
採

り

そ

の
統

治
を

確

立

し
た
。
"
行
省
制

度

"
(
行
政

区
域
)

の
創
設

も

そ

の

一
つ
で
あ

る
。

い
わ

ゆ

る

"
行
省

制
度

"

の
、

"
行
省

"

と
は
、

魏

・
晋

以
来

の

"行

中
弔

省

"

の
略

称

で
あ

る
。
当

時
、

領
域

は
広

く
、

ま
た

モ

ン
ゴ

ル
族

が
異

民
族

と
し

て
中

原

に

入

っ
た

こ
と

で
、
内

陸
特

有

の
矛
盾

の

上

に
新

た
な
激

し

い
民
族

的

矛
盾

が
加

わ

る
情
勢

の
下

に
、
元
朝

は

ま
ず
各

地

に

"
行
中

需
省

"

を
設

け
、

臨
時
的

な

中
央

の
出

先
機

関

と
し

て
、
専

ら
討

伐

の
任

を
負

っ
た

。

南

宋

(
一
1
1
1
七
-

1
二
七
九
)

が

滅
亡

後
、

全

国
的

な
範

囲

で
次

第

に
十

行

省

(遼

陽

、

陳

西
、

甘

粛

、

四
川

、

河

南
、

雲

南

、

江

漸
、

江

西

、
湖

広

、

嶺
北

)

が
固
定

化

さ
れ
、

中
央

の
朝
廷

か

ら
地
方

を
直

接

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る

最
高

の
統
治

機

構
と

な

っ
た
。

元
朝

は

地
方

政
権

の
統
制

と
管

理
を

、
主

に

"行
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令
省

"

に
依
拠

し

て
実
施

し
た

。

元
朝

は
地
方

政

権

に
対

す

る
統

制
と

管
理

を

強

化
す

る

こ
と

で
、

全
国

に
及

ぶ
有

効

な
統
治

を

確
保

す

る
こ
と

が

で
き

た

の

で
あ

る
。

行
省

制
度

は

そ

の
時

代

の
権

力

機
構

の
交
替

と
と

も

に
絶
え

間

な
く

変

化

し
た

が
、
"
制
度

"
そ

の
も

の
と

し

て

は

現

在

に

到

る

ま

で
変

わ

り

が

な

く
、

そ

の
基
本

的
な

区
画

は
元

代

か
ら

確

立

さ
れ

た
も

の
で
あ

る
。
ま

た

元
朝

と
各
行

省

の
間

の
連

絡
は

正

に

"
姑
赤

-
蜂
姑

"
を
通

し

て
実

現
し
た

も

の

で

あ

り
、
"
姑
赤

-
降

姑

"
制

度

は
元
朝

に

よ
る

地
方

の
直
接

統

治
を

維
持

す

る

の

に
有
効

な
手

だ

て
と

な

っ
た
。

そ

れ
ゆ

え

様

々
な

研
究

の
中

に
お

い
て
、

モ

ン

ゴ

ル
民
族

あ

る

い
ば

元
代

の
中

国
史

に

対

す

る
貢

献

に

つ

い
て
言

及

す

る
時

、

一
つ
と

し

て
例
外

な

く
、

元
朝

の

"行

省
制

度

"

の
確
立

と

"
軽
靖

"

制
度

の

極

め

て
有
効

な
役

割

に

つ
い
て
提
起

さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

元
代

の

"姑

赤

-
蜂

姑

"
制

度
は
実

際

に
は
オ

ゴ

タ
イ

日
ハ
ン

(
一
二

二
七

年

七

月
、

チ

ン
ギ

ス

"
ハ
ン
死
後

二
年

を

経
過

し

て
、

モ

ン
ゴ

ル
帝

国

の

ハ
ン

位

を
継
承

し

た
)
時

代

の

"姑

赤

"
制

度

を
継

承

し
た
も

の
で
あ
り

、
即

ち
六

十

里
ご

と

に

一
つ
の

"姑
赤

"
を

設
け
、

一
つ
の

"
姑
赤

"

の
中

に
は
千

戸
か

ら

"姑

戸

"
、
"
降
葛

"、
"降

夫

"
が
抽

出

さ

れ
、
"
姑
戸

"
は
ま
た

同
時

に
十

戸
、
百

戸

の
組

織

に
編
成

さ
れ

、
十

戸
毎

に

一

つ
の
車

両
と

一
石

の
米

を
出

し
た

。
官

吏

や
外
交

使

節
が

"
降

"

の
滞
在

中

に

必

要
な

酒

・
肉

・
米

・
小
麦
粉

、

即
ち

"首

思

"

(漢

語

の
音
訳

、

モ

ン
ゴ

ル
語

S

S
iisti
あ

る

い
は

o。
凶o。
欝
僧
)

も

"
姑

戸

"

よ
り
供

出
さ

れ
た
。

元
代

の

"
靖

赤

-
降
姑

"

の
任

務

は

「
情

勢
を

通
達

す

る

こ
と
を

以

っ

て
号
令

を

発

す

る
」

こ
と

に
あ
り

、
官
吏

・
外
交
使

節

の
飲

食

や

日
常

生
活

お

よ
び
車

馬

用
具

の
責

任

を
負

っ
て

い
た

(
『
元
史

・
兵
志
』

巻

一
〇

一
参

照

)
。

同
時

に
金
代

の
制

度
を

踏
襲

し
、
"
急

通
捕

兵

"
を

設
け

、
軍
事

上

の
重

要
書

類
を

伝
達

し

、
各
方

面

の
文
書

の
迅
速
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な

行
き

来
を

保
証

す

る

こ
と

で
、

朝
廷

が
各

省

に
発

生

し
た
緊

急
事

態
を

素
早

く

知

る

こ
と

が

で
き
、

ま

た
朝
廷

の
命

令

が

す

ぐ

に

下
達

さ

れ

た
。

"
急

通

補

兵

"

は
郵
政

の
点

か

ら
み

る
と
、

現
在

の
中
国

の

"快

速
妾

通

"

(
速
達

配
達

)

や
日
本

の

「
速
達

」

に
た

い

へ
ん
似

て

い
る
。
『
蒙
古

族
通

史

上

』
(蒙
古

族

通
史
編

写

組

、

民
族

出

版

社

、

一
九

九

一
年

、

八
二
頁

)
及

び

『
元
代
史

』

(
周
良
宵

・

顧

菊
英
著

、

上
海

人
民

出
版

社
、

一
九

九

三
年

、
三

二

一二
頁
)

の
記

載

に
よ

る

と

、

"降

姑

"
は

中

国

全

土

に

千

五
百

余

ヶ
所

以
上

設
け

ら
れ

、
大

都

(
現
在

の
北
京

)
を

中
心

と

し
た
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

つ
く

っ
た
。

元
代

の

"姑

赤

1
降

姑

"
制

度

は
中
央

政
府

の
統

治
機

能

の
強

化

全

国
を

一
つ
の
有

機
的

な

総
体

に
繋

ぐ

元
朝

に
よ

る
中
国

の
版
図
の
確
定
-

に
有
効
で
あ
っ
た

ば

か
り

で
な

く
、

同
時

に
、

こ

の
時
か

ら

漢
語

の
中

に
は
欠

く

こ
と

の
で
き
な

い
外

来

語

の
語

素

を

も

得

る

こ
と

と

な

っ
た

〃姑

(J
am
C
i)
;

S
読

み

が
転

じ

て
現

在

の

"姑

(z
h
an
)
"
、

モ

ン
ゴ

ル
語

の

"
姑
赤

(甘
ヨ
9

"

の
意

味

で
あ
り

、
"
u
lag
ac
i
;

漢

語

の
読

み

方

は

"
兀
刺
赤

"
("
降
姑

"
の
管

理
者

)

か

ら
取

っ
て
代

わ

っ
た

(史

有
為

、
前

掲
書

参
照

)
。

現
在

の
中

国
語

の
中

で

"牟

姑

"
と

い
う

語

の

"姑

"

が
元

代
か

ら
伝

わ

っ

た
も

の
で
あ

る
か

ど
う

か
は

、
は

っ
き

り
と

し

た
結
論

が
出

さ

れ

て

い
な

い
。

し
か

し
少

な
く

と
も

本
来

"馨

"

だ
け

を
用

い
て

「
駅

伝
制

度
」

を
表

現

し
た

も

の
を
、
"
蜂

"
と

"
姑

"
を

合
わ

せ

て

使

い
始

め
た

の
は

元
代

か
ら

で
あ

る
。

ま
た

"
姑

"
と

い
う

語
素

の
出
現

と
と

も

に
、
"
降

"
と

"姑

"

の
区

分
も

明

ら

か

に
さ

れ

て

い
た
。

清
代

に
到

っ
た
時

に
は

、
す

で
に
各
省

内

で
郵

政
事

務
を

所
管

す

る
事

務

機
構

は
専

ら

"
騨

"
と

称
し

て
お
り
、

ま

た
専

ら
朝
廷

の
軍
事

情
報

を
伝

達

し
た
機

構

は

"
姑

"

と
称

し

て

い
た

(
『
清

会

典

・
兵

部
』

を

参

照
)
。

現
代

の
中

国

は

す

で

に
郵

政

事

務
、

通
信

事
務

、

交
通
機

関

が
明
確

に

区

別
さ

れ

て

い
る
下

で
、
交

通
機

関

に

お

け
る
発

着

の
場

所

に
は
依

然
と

し

て

外
来

語

の
語
素

"姑

"

が
用

い
ら
れ

て

い
る
が
、

古

代

の
よ
う

に

"降

"

を
用

い
て
伝
達

・
運
輸
事

務

を
表

す

こ
と
は

な

い
。

し
か

し
な

が
ら

、
現
在

の
中
国

西

北
辺
境

地

区

の

い
く

つ
か

の
地
名

に

お

い
て
、

古
代

の

"
降

"

の
設
置

お
よ

び

軍
隊

の
駐
屯

の
様

子

が
反

映
さ

れ

て

い
る
。

中

国

の
古
代

に
お

い
て
は

、
お

お
よ

そ

"降

～
"

と

い
う
処

が
設

け
ら

れ

て

お
り

、
ど

こ
も

軍
隊

の
駐

屯

・
防
衛

の

拠
点

で
あ

っ
た
。

言
語
学

者

の
研
究

に

よ

る
と
、

中

国
西

北

の
地

名

を
調
査

し

た
時

に
、

"
八

百
里
秦

川

"

(
陳
西

・
甘

粛
省

)

か

ら

"
河

西

走

廊

"

(河

西

回

廊

u
黄
河

の
西

、

祁
連
山

脈

の
北
側

に

広

が
る
帯

状

の
地
帯

)
を

経

て

"
天

山

南

北

"
(
天
山
山

脈

の
南

北

H
新

彊

)
に

到

る

地

区
を

注

意

す

る

と
、

〃
蜂

"

と

"
堅

"

(と

り

で
、
出

城
)

を

通
称
と

す

る
地
名

が
線

状

に
密

集
す

る
分
布

を

呈
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し

て

い
た
。
例

え
ば

、
"
通
安

蜂

"
、
"秤

鈎

降

"
、
"
武

腔
降

"
、

"
黒
泉

聯

"
、

"中

和

野

"
、
"虹

水
蜂

"
な

ど

で
あ

る
。
"
蜂

"

と

"
量

"

は

と
も

に
古

代

の

"
騨

姑

"

で
あ

り
、
"蜂

"
と

"
堅

"
の
漢

字

が

つ

く
地

名

は
す

べ
て

辺
境
と

の
往

来

の
た

め

の
交
通

の
要

路

に
分
布

し

て

い
る
。

"
蜂

"

の

つ
く
地

名
は

主

に
陳
西

・
甘
粛

省

に
分
布

し
、
"
墨

"
の

つ
く

地
名

は
主

に

河
北

省

北
部

・
陳

西

省

・
甘

粛
省

・

新
彊

地
区

に
分

布
す

る

(
沈

錫
倫

「
中

国
伝

統
文

化

和
語

言
」

上
海

教
育
出

版

社
、

一
九

九

五
年

、

一
〇

四
ー

一

=
二

頁
を

参

照
)
。

こ
う

し
た

"
降

"
か

ら

"姑

"

へ
変

化

す

る
プ

ロ
セ

ス
を

み
る
と

、

い
わ

ゆ

る

「
現

代
文

化
」

に
は

こ
の
よ
う

な

二

面

性

が

具

わ

っ

て

い
る

の

で
あ

ろ
う

か

。

一
面

に
お

い
て
は
、
大

量

の
外
来

文

化

の
要
素

を
含

ん
で
お

り
、

例
え

ば

現

代

中
国

の
駅

は

"姑

"

で
あ

り
、
古

代

の

"
蜂

"

で
は
な

く
な

っ
た

の
と

同

様

で
あ

る
。
ま

た
別

の
面

に
お

い
て
は
、

特

殊

な
形
式

で
堆

積

し
た
伝

統
文

化

の

要
素

を

包
含
す

る
も

の
で
も

あ
り

、
例

え

ば
言

語
学

者
が

調
査

し
た

地
名

の
よ

う

に
、
"
降

"
は
社

会
制

度

お
よ

び
伝
統

文

化
と

し

て
既

に
過
去

の
こ
と

で
あ

る

が
、

し
か

し
別

の
形
式
-

地
名

と

し

て
現
在
に
伝
わ
り
、
中
国
古
代
の
社
会

制
度
や
歴
史
文
化
を
反
映
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

日
本
で
現
在
使
用
し
て
い
る
漢
字
の

「駅
」
も
、
二
面
性
を
具
え
る

「現
代
文

化
」
の
典
型
的
な
代
表
で
あ
る
。
日
本

で
は
早
く
か
ら
電
気
で
運
行
す
る
電

車

・
新
幹
線

・
地
下
鉄
な
ど
の
現
代
交

通
手
段
を
採
用
し
た
。
こ
れ
ら
は
外
来

文
化
受
け
入
れ
の
影
響
の
下
に
実
現
し

た
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の

日
本
の
現
代
文
化
を
最
も
代
表
す
る
交

通
手
段
の
運
行

・
発
着
の
場
所
を
表
す

つ
ま

へ

ん

時

に
、
折
し
も

馬
偏

の
漢

字
ー

1

「
駅
」

を

も
と

の
ま

ま

に
使

用

し

て
お
り

、

い

く

つ
か

の
駅

に
は

「
ー
騨
」

と

い
う
よ

う

に
駅
名

が

書

か
れ

て

い
る

こ
と

も
あ

る
。
明

治
維

新
以

来
、

日
本

は
多

く

の

外

来
文

化
を
受

容

し

て
き
た

の
と

同
時

に
、

一
方

で
は

伝
統
文

化

を
し

っ
か
り

と
守

っ
て
き
た

の
で
あ
り

、

こ
れ
は

日

本
文

化

の
独
特

な
面

で
あ

る
と

い
え

よ

う
。絶

え
間

な

い
社
会

の
変

革
お

よ
び
発

展

に

つ
れ

て
、

電
気

で
運

行
す

る
交

通

手
段

の
発

着

の
場
所

を
、

永
遠

に
馬

偏

の

「
駅
」

と

い
う

語

で
表

す

の
で
あ

ろ

う

か
。

中

国

語

の

中

の

"牟

姑

"

の

"
姑

"
と

い
う
語
も

古
代

の
外

来
語
と

し

て

の
姿

を
永
久

に
留

め

た
ま
ま

で
、

変

化

を

し
な

い
の
で
あ

ろ
う

か
。

い
わ

ゆ

る
文
化

と
は

、
正

に

こ

の
よ

う
な
も

の

で
あ

る
と

い
え

よ
う
。

即
ち

現
代
文

化

は
、

一
方

で
は
大

量

の
新

た

な
外
来

的

な

要
素

を
受

け
入

れ
、

旧
来

の
要
素

を

淘

汰
す

る

の
と

同
時

に
、

一
方

で
は
伝

統

的

要
素

は
し

っ
か
り

と
維

持
さ

れ

て

お
り

、

こ
れ

こ
そ

い
わ

ゆ
る
文
化

が
内

包

す

る
と

こ

ろ
で
あ

り
、
魅

力

の
あ

る

点

で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

(愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
講
師
)

(邦
訳

藤
森

猛
)
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